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孫
　
樹
八
天
然
記
念
物
）

左
の
公
孫
０
は
天
然
掟
倉
物

（
８
奉
老
樹
名
ホ
窮
四

一
五
号
ア
で
あ
り
■
す
。

天
を
摩
す
ば
●
り
、
●
は
●
、
嗽
■
彙
全
め
鈴
■
■
り
を
し
て
、
様
々
と
光
Ｉ

凛
え
て
人
一　
・の一
■
■
ら

，
．
■
■
■
一
こ
ぅ
状
広
■
一年
一
針
資
胡
二
十
三

日

（
働
労
３
■
の
日
ｒ
ｔ
り
．口
■
椰
中
園
地
方
目
■
つ
名
古

い
市
立
大
祭

■
い

降̈
【請””」“”“””諄”＝一̈
一一【〓一「”一「一一一．

中
桜

山

神

社
　
　
　
　
　
・
　

　

　

　

一
　

、

右
の
赤
Ｉ
の
御
社
は
南
朝
の
英
保
、
■
山
菫
缶
公
を
■
薇
ｔ
て
あ
り
ｉ
■

，
・

時
は
元
弘
元
年

（
一
二
三

一
）
天
下
は
乱
■
の
力
く
、
■
■
な
≡
後
理
蒻
天

皇
■
は
二
致
復
古
ら
勅
■
下
し
一
，
諸
国
に

，
Ｉ
Ｏ
ｉ
〓
お
募
り
に
■
●
■
し
、

た
時
、
大
精
公
と
桜
山
公
の
二
大
忠
臣
は
、
卒
先
し
て
忠
勤
の
義
績
を
■
ｔ
＾

東
西
相
呼
応
し
て
大
義
名
分
〓
〓
え
、
村
■
の
急
先
鉾
と
ｔ
て
義
兵
ｔ
挙
げ
ヽ

各
地
に
転
撃
、
●
大
な
る
勲
功
を
簿

，
ｔ
ま
ｔ
ｔ
り
一
事
に
■
利
あ
ら
ず
嘔
■

幸
”
一

‐
公 大
嘲
議
引
”
”
¨
“
“
”
一
¨
“
“
」
一
摯

世 ‥こ
の 崚

‐一
”
“
〓
一
」
¨
一

″



′

筆
¨
■
■
を
与
■
で
お

，
ま
す
一
松
歓
ぐ
ユ
も
六
百
五
十
年
前
０
桜
油
公
つ
偉

．力
一

，
功
■
〓
一
や
ぐ
ょ
う
一
、

，
れ
ら
れ
め
■
一
派
々
之
ｔ
た‐
感
動
■
■
び

一起
■
せ
ま
‐ナ
一
■

‐
治
天
皇
は
公
の
選
億
を
凛
せ
ら
れ
、
明
治
二
十
六
年
正
四
位

●
〓
卜
さ‘一
一
が
官
常
大
■
吉
野
橿
宮
の
一
ｒ
楽
冊
神
一
に
奉
■
ぎ
れ
汗
ぃ
た
「

・
一
一

，
一
一
一
一
・■
一
一
一
沖
輿
六
■
年
記
一
に
稼
し
、
躍
「
一
一
攻
瑯

大
臣
よ
り
史
瞭

一
宮

桜
山
菫
後
挙
兵
地

と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

一■
山
公
を
詠
ん
だ
お
歌
ｒ
　

．

構
つ
ホ
の
薔
に
は
た
て
ど
桜
山
　
農
世
の
春
も
花
や
書
ら
ん

∴
■
蔦
族，Ａ
官‐
軍
一
誤
報
■
７
，撃
つ■
∴

一　
〓

■

・乳
．眠
．
鳶

尾
′

岳
　

泊

桜

何
一
■
一ｒ

楠
ノ

勲
　
・

●
随
　
棒
　
ｎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

一
全
国
に
髄
神
門
の
二
つ
あ
る
の
は
備
後

一
の
官
の
み
で
あ
つ
ま
す
。

一一
ス
一
瑳
一
ぁ
つ
ｔ
一
の珀
一
つ伝
説
■
播
一て
み
ま
ｔ・ょう
｝

縁
結
び
の
神
様
と
ｔ
て
名
高
い
出
書
の
大
国
主
命
は
、
十
月
の
神
無
月
に
全

日
の
八
Ｉ
万
神
″
を
神
集
え
に
お
え
給
う
●
神
政

（神
０
■
治
）
の
、
今
‘
い

う
□
摯
一
瀾
っ
れヽ
一
・・ので
も
り
ま
す
。「一
堺
広
■
一
やニ
ゼ
ｔ
神
政
国
桧
一
一

本
が
最
初
で
あ
つ
ま
し
ょ
う
「
明
舶
天
皇
御
発
布
の
五
ケ
条
の
御
誓
文
の

一
つ

一
一
〓
一
砿
′

，
一
ブ
丼
一
‥万＃
年
ト
ニ
扶
ス
パ
一ン」
と
≡
ら
せ
一
ら
え
よ
う

．〓
．
Ｆ
意
発
ｉ
ら
漱
安
ら
酢
の
鶴
り
０
集
Ｆ
か
り
ま
い
な
「

一一
直
‐々の
権
↑
Ｆ
一
一
ｉ
つ
出
雲
ヘ
ノ
ヽ
ｔ
喜
び
”
″
●
集
合
さ
れ
は
ｔ
た
が

吉
ｉ
一
彦
う
の
場
玖
席
さ
れ
，■
し
た
。
大
掴
主
命
は

，
の
意
外
一
案
じ
ら
れ
て

像
者
二
名
を
当
地
に
差
遺
し
て
至
急
出
頭
を
促
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
昔
か
ら
名

な
た
ち
市
立
大
家
の
神
賑
は
筆
舌
に
尽
し
難
ぐ
、
い
を
も
般
賑
に
執
り
行
わ
れ

で
，

ｉ
ｔ
ｉ
。
■
錯
滋
力
の
「
理
た

‐の
使
〓
一
■
■
■
餃
待
Ｉ
Ｉ
■
一
¨
■
一
一

一̈薦」嫌鏡一義一一ｒ静“摯〔“̈
の．姜日一】」一ホ‐株】̈
碑「一『〓

〓、上下随‐囀＝γあ一襲一サ一「
，一一ど一癖
ｔ一寸。．一一一一一一一一

た
て
出
雲
に
出
麟
さ
れ
た
絆
々
の
国
ば
神
無
月
で
あ
り
ヽ
当
日
は
囀
有
月
ｒ
ヽ

面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ

′り
ま
し
ょ
う
。

中
寒
　
　
　
桜

■
■
一
端
■
■
桜
は
、

一

一
胡
い

ヽら
二
月
噸
七
“
寒
風
吹
き
す．

一
一
彗

つ
一

・

に
雄
々
し
く
も
可
憐
な
花
を
開
い
て
、
参
拝
書
を
像
笑
じ
め
て
暖
い
心
‥こ
融
和

さ
せ
ま
す
。

中
御

本

殿

嗜
後
口
総
鎮
狩

一
の
富
で
も
り
感
し
て
、
印
祭
囀
は
吉
備
囀
〓
輸
を
４
■
一

て
あ
り
ま
す
。
通
称
一宮
（イ
ツ
キ
ュ
ゥ
）
〓
ん
と
規
ｔ
み
ｔ
ｔ
つ
で
■
ば
れ

て
お
ヶ
■
す
。
第
七
代
孝
菫
天
皇
（葡
三
四、
ニ
ー
二

一
Ｉ
）の
皇
子
で
い
■
十
代

争
神
天
皇
の
御
代

（前

一
四
人

―‐
）
四
道
将
軍
Ｉ
任

・
ぜ
ら
■
¨
■
陽
道
●
派
遣
一

ざ
■
で
た
民
を
■
ま
し
て
、
●
集
尊
海
睦
の
交
通
上
、
地
方
＝
拓
‥ｔｔ
偉
汰
な‐助

≡
０
も
っ
た
吉
備
欄
掴
の
■
恵
囀
で
あ
つ
ま
す
。

ヽ
（理
■
■
軍
■
■
睦
―
状
撃

■
一
東
海
■
武
浮
川
肘
う
↓
洒
遺
■
吉
■
津
′
命
ヽ
丹
波
■
■
抜
主
主
命
一

．．状
一

‐‐の卜一
徳
一一
一一
■一，

‐めて富納
一一一
一卜一一
一，
一．■キ

安
時
代‐
第
二
十

一
代
平
城
天
皇
の
大
同
元
年

（八
〇
六
）
で
ｔ

，
■
■
．

一
一
ｏ
一
■
■
い
一
安

‐元
年

（
一
六
一
八
し
■
■
壇
主
水
■
卜
ｉ
公ヽ
が
■
首
一

ぎ
一
■
む
０
で
、
昭
和
咽
十
年
二
月
、
日
の

‥‐重
要
文
ｔ

・
財
‐

一
指
■
■
れ
■
一
一
“

神
風
に
■
蒲
の
儀
か

，
Ｉ
く、
も

一曇
ら
ぬ
御
代
の
手
■

，
つ
■
て
・



●
虎

極

山

額

一

一
ｔ

の
■
の
姿
を
重
菫
す
る
に
琥
の
揮
Ъ
く
や
“
堪
ザ
ち

，
球
す
一
琥
は
嬌
一

‐
で
ｔ
り
、
扶
神
の
勇
猛
言
う
も
更
■
り
、
持
合
の
地
で
虎
睡
山
之
号
し
ま
し
た
「

な
向
拝

の

■

一
は
■
を
起
し
て
雨
を
呼
ぶ
と
い
う
火
舞
餘
の
な
う
に
据
え
て

，
り
■
す
「

■
公
　
孫
　
樹

（乳
房
神
）
　

一

書
か
ら
安
産
■
停
様
と
し
て
信
仰
■
く
、
幾
多
の
御
霊
験
い
ゃ
ち
ｔ
と
称
ｉ

ら
な
て
お
ヶ
〓
す
一

中
か
り
ん
の
ホ

猿
滑
に
似
た
珍
種
ホ
で
、
書
桃
色
の
花
ｔ
咲
力
せ
ま
す
。
果
実
は
夏
密
柑
大

■
、
ま
色
ｒ
熟
ｔ
強
烈
な
り
ん
ご
の
真
い
を
飲
ち
ま
す
。
肺
病
、
心
餞
病
に

―
特

効
が
あ
る
と
伝
ｉ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

■
十

二
神
社

一■
本
殿
の
計
の
小
高
‥
い
地
に
″
り
ヽ
一
■
ら
金
″
爆
様
や
出

，
大
一
の

，
着

一
で
″
ケ
一
財
一
ヶ
瑞
め，
、
十
一一
一
の
一
一
〓
お
一
卜
し
て‐
ヶ
り
〓
す
ｏ
■
か

一
■
駿
■
一
「
預
〓
城
就
の
神
と
ぃ
て
伊

，
Ｆ
一
ヽ
他
府
駐
０
≡
一
は
シ
摯
Ｅ

・ｔ
ん
ど
称
し
て
、
Ｌ
々
と
折
願
を
籠
め
て
絶
え
ず
参
鮨
さ
れ
て
お
り
ま
す
ゃ
　
・

ウ
洞

　̈
　
菫

（御
本
殿
真
後
）

‐僧
行
政
上
次
ヽ
■
信ヽ
僣
正
”
任
の
■‥
場
で
あ
り
ま
す
“
共
に
富
内
に
生

，
■
、

，
少
の
時
■
ら
こ
の
洞
■
に
―日
夜
■
っ
て
＝
進
ｔ
一
囀
仏
ら
功
■
を
受
け
ら
れ

ま
ｔ
た
■
兄
行
■
■

―人
幕
状
痢
遍
大
安
寺
に
任
■
ヽヽ、
第
二
十
六
代
清
和
天
皇
真

．”】書一」一‐‐清。一疇”」一遺‐こ〓しり‐ｒれ岬時」【（構̈
””」”一一

＊
大
拝
殿
北
側
籠

■
型
一
■
子
型
、
ひ
ょ
う
■
■
型
の
や
ろ
い
る
０
珍
；
ｔ
い

・石
崚
ｉ
“
一■
■

．て
ぉ

，
一
一
一
日■
一０■
状瑯
一
■
一
一
‐る大
一
０古
崚
‐‥こ一
一
で
暮

，
一

か
り
ま
す
ｏ
御
梓
億
０
高
い
大
神
の
大
■
を
つ
↑
づ
く
之
偲
ぼ
ｔ
め‐、
■
す
ず

中
宝

働

曽
一

国
の
重
■
文
化
財
を
結
う
一
散
‘
０
宝
ヶ
が
疎
列
し
で
あ
り
〓
■
・
観
■
■

望
者
は
社
務
静
ヽ
申
し
出
て
く
だ
ざ
一
一
　
　
・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

国
重
薔
文
化
財
　
　
・

（昭
和
十
七
年
指
定
）

．　
一

狛
一
犬
　
参
嘔

鎌
倉
時
代
作

．

高
人
Ｏ
ｔ
ン
チ

●・　
ト

国
重
要
文
化
財

（大
正
四
年
指
定
）

毛
抜
形
太
刀
　
一
一振
　
天
文
二
十
四
年
籠
州
梶
通
五
嗣
弥
長
術
一

（
一
五
五
五

）

二
振

・Ｉ
阿
弥
正
光

年三
原
の
万
１
）
・

県
重
要
文
化
財

（昭
和
三
十
二
年
指
掟

‐）　
　
　

一̈　
　
´
一●

■
■
機
一
一一ｉ
一韓
■
一・一一一一一■
■
書

・
一

　

．
―

・

一

・
・

・

・

一に
楽
書
と
ｔ
て
後
用
↓
た
も
の
“



機
人
や
記
上

む
第
九

備
後
獨
宮
減
合
機
事

一
五
八

羮

華

ぷ

勢

４
≒

勢

舞

如
く
月
の
任
な
る
が
無
く
、
日
を
達
ひ
屋
を
重
ね
て
赫
築
た
れ
ば
．
揮

疇
■
乳
ひ
」
来
つ
て
帯
後
′霧

を
椰
毎

へ
ん
と
激
霧
の
難
糞
事
業
り
。

先
づ
富
几
Ｔ
野
入
通
が
籠
り
た
り
け
る
宮
の
減
を
攻
め
ん
と
て
．熊
谷

伊
豆
守
信
直
。
天
肇
紀
伊
守
隆
重
、
番
川
左
衛
簡
尉
光
景
．
舎

弟
淡
路
守
元
忠
巳
下
二
千
餘
騎
、
天
文
三
年
二
月
上
旬
に
、
吉

田
の
減
を
立
ち
て
、
備
後
鶴
へ
磯
向
し
給
ふ
、
富
下
野
入
道
は
育
０

有
功
の
士
也
け
れ
ば
、
数
の
多
存
ｏ
を
も
事
共
せ
式

症
寅
時
に
出
で

進
退
機
に
應
し
て
戦
ひ
け
れ
は
、急
々
仁
攻
め
取
り
が
た
く
見
え
じ
所

に
、
入
通
薇
か
に
風
病
に
由
つ
て
死
去
し
ぬ
、
鱗
子
若
狭
守
は
未
だ

↓勢

群

算
襲

筵

奪

鑢
鞣
轟
経輩
翼
訂
鍾
繊
籍

街
五
百
騎
計
り
打
づ
て
出
一ふ
た
ル

と
後
を
付
け
な
れ
り
、日
は
責

肇
■
行
ぬ
、
所
は
無
案
内
也
。
若
し
花
に
入
り
な
ば
、
寄
手
引
き
か

た
（′（ん
と
見
る
所
に
、
書
川
左
衡
門
尉
光
景
．
同
含
弟
元
忠
後
殿

・
キ
選
〓
ゼ
舎を
、
敗
手
滋
く
付
け
た
い
け
れ
ば
，
ｔ
忠
取
つ
て
返
し
，

丹
Ｔ
と
渡
合
ひ
突
合
ふ
を
見
二

光
量
も
返
し
て
助
け
な
り
け
”ｏに
も

先
に
引
き
た
り
し
熊
谷
も
返
し
荼
り
一
聞
．
分
下
叶
は
じ
と
や
思
ひ
け

ん
。
亀
と
引
い
て
去
り
に
す
り
、
藤
弗
勢
も
Ｉ

一距
違
想
し
て
，
共
よ

り
弾
き
き
、
職
を
解
ピ
友
ま
せ
け
れ
は
，
丹
下
も
難
べ
ら
■

檄
摯
心

易
く
打
入
れ
け
り
、業
後
丹
下
三
百
三
百
に
て
度
々
打
出
で
，足
軽

迫
合
し
け
る
に
．
近
国
に
鳴
渡
り
た
る
大
力
の
剛
の
者
な
れ
は

数
致

て
近
付
か
ｔ

然
る
間
丹
下
敬
を
方
便
ん
が
翁
に
，動
す
れ
ば
手
負
ひ

た
る
具
似
を
し
て
，
或
は
倒
れ
伏
し
、
ス
は
片
膝
を
折
り
で
太
刀
コ
杖

鷲
燦
８
な
ぜ
↓嘴
聰
を
、
綺
″
こ
心
待
、
欺
近
付
け
ば
．待‥
貯
ヶ
常
歯
と

起
上
り
で
切
伏
せ
け
る
事
、
数
箇
度
に
及
び
ぬ
．
ス
成
時
升
下
．
書

手
の
打
出
で
た
る
に
下
し
合
せ
。
足
軽
迫
合
し
け
”０
に
，
摯
ゴ
＆
槻
へ

裏
か
く
許
り
射
ら
れ
て
，
手
負
ひ
た
る
ｔ
味
方
は
無
さ
か
。
助
け
不
れ

と
呼
は
り
け
れ
ど
も
，
ス
例
の
方
便
事
也
と
思
ひ
け
れ
は
，
数
て
助
く

る
味
方
無
か
り
け
り
、
藝
州
勢
丹
下
が
誠
に
手
負
ひ
た
る
と
看
済
じ

た
れ
は
、
数
十
人
落
合
を
ぶ
ｒ
に，一そ
こ
に
て
討
取
り
け
り
、
丹
Ｔ
撃
山

に
難
を
睾
ぐ
る
例
を
発
′つず
し
て
、討
た
れ
け
る
こ
´
曇
一麟
な
れ
、か
ヽ
れ

は
減
中
以
て
の
外
に
蒻
り
、冑
を
統
い
で
降
鷹
を
建
て

，
ｏ
間
、
額
て

城
を
請
取
り
、
軍
卒
多
く
差
し
ン島
、同
十
月
中
旬
Ｌ
π
就
綿
馬
を

催
≡
２
此
勢
に
恐
怖
∴
ヽ
備
後
み
国
人
等
幕
下
に
属
す
０
若
多

か
り
け
り
，
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